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の国立文化財機構の "e- 國寶 " で公開されており、細
部を拡大して確認することが可能である。[ 文化財オ
ンライン (e- 國寶へのリンクあり )：https://bunka.nii.
ac.jp/heritages/detail/131067/2]
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報告が出ており [ 岡田 1995]、また中国の漢墓出土
資料に対する実施例も報告書 [ 岡田 2009] 中で発
表されている。匈奴墓出土の資料についても、筆者
らは 2018 年度にツァラム 7 号墳の資料に対して
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4. 原州 法泉里古墳 [9,130]
忠清南道
5. 牙山 葛梅里遺跡 [190]
6. 公州 水村里遺跡 [190]
7. 公州 武寧王陵 [112,126]
8.公州 陵山里遺跡 [11,122]
9. 公州 佳塔里遺跡 [122]
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13. 光州 新昌洞遺跡 [6,190]
慶尚北道
14. 慶山 林堂遺跡 [42,58]
15. 慶州 舎羅里古墳 [6]




18. 慶州 金冠塚 [159]
19. 慶州 皇南大塚 [144]






23. 昌原 茶戸里遺跡 [1,23]
24. 咸安 末伊山古墳群 
[100,103,109]
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